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おいしいですか?

８月１９日、有帆小学校の環境整備終了後、

有帆地区社会福祉協議会のファミリークラブ

行事として育友会と合同で保護者と全児童を

対象に「そうめん流し」を行いました。

運動場には長さ６ｍの竹を２本繋いだそう

めん流しの樋が６列並べられ、約３５０人が

箸とつゆ入りの器を手に交替で竹の樋に沿っ

て立つと、用意した４００束のそうめんとプ

チトマト、ゼリーが次々と流されました。

児童らは懸命にすくって、親も子も笑顔いっ

ぱい、美味しく食べていました。

今回は有帆竹灯会による孟宗竹の切り出し

から樋の加工、のび-る有帆や地区の皆さんの

協力で子どもたちにとって夏休みの楽しい思

い出ができたと思います。こうした行事を通

じて、地域の交流がますます深まることを願

うとともにご協力頂いた皆さんに心からお礼

申し上げます。 (地区社協会長 縄田哲生）

みんな並んで美味しく食べてま～す そうめん流し、一番下で大奮闘

子どもも大人も笑顔いっぱい、暑さを吹き飛ばしたそうめん流し



ホームページにも講座の様子や受講生募集等の情報

を掲載しておりますので、是非ご覧ください。

今年の夏はいつにも増して厳しい暑さでしたが、皆さん元気に過ごされましたでしょうか。

そんな暑さにも負けず、夏休み中の子どもたちがたくさん公民館に足を運んでくれました。

さて、１１月は小学校と公民館の合同の学習フェスタが控えています。子どもも大人も一

緒になって世代を超えた地域の発表会をお楽しみに♪

８月８日～１０日の３日間、小学生を対象にし

た英語講座「えいごdeあそぼう♪」を開催し、講

師のエリ先生と一緒に楽しく英語を学びました。

最初は緊張して堅くなっていた子どもたちです

が、カードを使ったゲームや歌・ダンスを通して

遊びながら英語にふれ、最終日の帰りには自然に

「See you！」とあいさつできるようになっていま

した。たくさん声を出して、体を動かして、とっ

ても楽しい３日間でしたね♪ 先生の発音を一生懸命聞く子どもたち

お茶を飲みながら和やかな話し合い

審査の様子

有帆公民館

英語で遊んだ３日間♪

まなビト・ふれ愛カフェの第３部「地域de支えよ

う 高齢社会の福祉」を開催しました。第１回は認

知症について、第２回は支えあいの地域づくりにつ

いて学ぶとともに意見交換をしました。

今後ますます高齢化が進む中で、どんな支えが必

要か、自分たちにできることは何かを考え、それを

実行に移していくことが、これから先も安心して暮

らせる地域づくりの大きな１歩になりますね！

公民館前のふれ愛ガーデン

今年１月から整備を始めた公民館前のふれ愛

ガーデン。９月に行われた市秋の花壇コンクー

ルで「新人賞」を受賞することができました。

花壇ができてから、多くの方から「きれいに

地域で支えあう福祉を考えました！

花壇コンクール新人賞受賞☆

おいでませ 公民館● ●

もっとよくなるよ」などの声を掛けて頂き、花壇を通してふれあ

う場ができることを大変うれしく思います。

また、花壇の整備・維持にあたり知恵や力を貸してくださった

皆さん、本当にありがとうございます。今後もご指導よろしくお

願いします。

なったね」「この

花はこうした方が



当日、

今から約４０年前、時代の流れとともに汚れてきた

有帆川を昔のようにきれいにしようと当時の自治会、

婦人会、青年団、子ども会の代表が集まって話をして

昭和５３年９月に故小峰鶴吉さん(当時彼岸田自治会

長)を初代会長とする「有帆川をきれいにする会」が

発足しました。

この会では、どうしたら有帆川をきれいにすること

に関心を持ってもらえるだろうかと考えて、始まった

のが「有帆川の清掃と鯉の放流」で、その狙いは鯉が

泳ぐ清流にしようということだったそうです。

同会は、翌５４年７月に第１回目の有帆川の清掃と

鯉の放流を校区全体で取り組む奉仕活動として行い、

新聞等にも大々的に取り上げられました。

その後、この行事は毎年、９月に行われるようにな

り、現在に至っています。

有帆川をきれいにする会の吉本恒幸現会長(角石自 角石付近で有帆川清掃

会場奥に設置したところ、ロウソクの灯り

が照らし出す幻想的なふるさとの写真を見

て「ここはどこだろう」と多くの方に楽し

んでいただきました。

来年は、地域の皆さんが撮られた新たな

写真でふるさと灯籠を作って展示できたら

いいなと思っています。その時は、もっと

多くの人に見に来て頂きたいです。

（有帆公民館 山下信次）

平成最後となる敬老会が、９月１７日にコミュニ

ティ体育館で行われ、今年の該当者は764人おられ、

有帆校区最高齢者は男性が彼岸田の石橋正治さん(９６

歳)、女性は高千帆苑の高野サトさん(１０８歳)でした。

また、米寿高齢者の方は２０人おられ、出席者には

記念品が贈呈されました。

式典が終了すると、有帆小学校児童の朗読や高千帆

中学校吹奏楽部の演奏、石井手保育園の和太鼓などが

披露され、参加された皆さんは食事をしながら、楽し

いひと時を過ごされました。来年はもっと、多くの方

に参加して頂きたいと思います。

治会長)は「今年は、鯉の放流を延期して実施すること

になったのが非常に残念ですが、猛暑の中、皆さんの

協力で有帆川沿いがきれいになり、土手沿いにゴミ

を捨てる人も少なくなると思います。こうした活動

を通じて、ふるさと有帆が誰からも愛されるきれい

な町であって欲しいです。」と話されました。

連日猛暑の続く中、８月１４日に行われた慰霊盆踊り・

七夕まつりでは慰霊祭と子ども会の七夕表彰式が終ってか

ら、盆踊りが始まったが、最初は参加者が少なく｢もっと

踊りの輪に入って｣とアナウンスされると、踊り手も増え、

仮装行列が輪に入ると盆踊りも最高潮となりました。

一方、今年は公民館講座「まなビト･ふれ愛カフェ」で、

ふるさとを撮影した写真を張って作った｢ふるさと灯籠｣を

講座｢まなビト・ふれ愛カフェ｣で作成した、ふるさと灯籠

高千帆中学校吹奏楽部の皆さんです



行事予定 【 10月～12月】

１,７１２世帯 人口 ３,８８４人

男 １,８７５人 女 ２,００９人

（９月１日現在）

①私の信念又は好きな言葉 ②地域への思い ③次にリレーする人へ一言
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①

8 藏重友和 (クラ)

③持ち前の明るさと行動力で
有小育友会をリードして下さい。

児玉邦興 (くんくん)

②子どものころからお世話になっ
ている方々から今でもいろいろ
な事を教わっています。有帆の
元気な大先輩方に負けぬよう
節酒して、がんばります☆

③これからまだまだ新しいことに
挑戦するよ！チャレンジ前は、
ミーティング必須☆

ふるさと主催のカローリング大会が、８月２５日にコミュニティ

体育館で行われ、１２チームが出場。試合中は大きな声でチームの

応援、いずれも大接戦でしたが、子供たちが参加するともっと盛り

上がるのにと参加者の声。今年の優勝チームは元美男子、２位は共

和台Ｂ、３位はスマイル、４位はぼたんでした。

明日は明日の

風が吹く

②有帆はええ処、地域の絆、
人の思いやりが強く、70有余年、
有帆での暮らしは楽しく素晴ら
しかった。これからも未来永劫
有帆の良さが続いてほしい。

温故知新

長谷川伸吾 (ハッシー)

②娘の入学と同時に縁あって有
帆に越してきました。多くの方に
親切にしていただいて住みやすい
地域です。悪さをするパイセンが
いますが・・・

③これからも、Ｋ重パイセンの
後押しをしましょう！

①
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次号、仁保の上の藤田さんへ続く

雪に耐えて

梅花麗し

２日(火) ふるさと学習(有帆小学校）

６日(土) 中国料理教室

９日(火) 知って得する講座（樹木と野鳥の自然観察）

１２日(金) 男性料理教室

１６日(火) 公民館de子育て応援カフェ(絵本パーティ）

２５日(木) 地区社協第１回会食会

２６日(金) 歴史探訪館外講座(世界遺産をたずねて：萩)

２７日(土) 有帆地区合同防災訓練

３日(土) 児童館まつり

６日(火) 松の剪定教室

９日(金) 男性料理教室

１０日(土) 公民館・小学校合同学習フェスタ（有帆小学校)

１１日(日) 出前防災講座(大休団地)

１３日(火) 知って得する講座(環境分析体験学習)

２０日(火) 公民館de子育て応援カフェ(子どもの食事と栄養)

２６日(月) まなビト・ふれ愛カフェ(山口東京理科大学見学)

２９日(木) バラの育て方教室②

１日(土) 中国料理教室

２日(日） 出前防災講座(仁保の上)

１１日(火) 知って得する講座(食から始める健康づくり)

１４日(金) 男性料理教室

１８日(火) 公民館de子育て応援カフェ(クリスマスツリー作り)

２３日(祝) ふれあいまつり

上位入賞おめでとうございます


